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樺樺みなさんの温かい善意に感みなさんの温かい善意に感謝謝
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

　
　
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

平成２６年（２０１４）３月１日号（２）

　
去
る
2
月
2
日
、
本
埜
公
民
館
で
、

地
域
防
災
の
要
と
な
る
自
主
防
災
組

　
市
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災

な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
毎
年

1
月
　
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
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わ
せ
て
文
化
財
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
岩
戸
地
区
に
所
在
す

る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
泉
福
寺
薬

師
堂
」
を
対
象
に
、
印
旛
消
防
署
や

地
元
消
防
団
、
地
域
住
民
が
協
力
し

て
、
通
報
訓
練
・
初
期
消
火
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
放

水
活
動
も
あ
り
、
ど
の
参
加
者
も
真

剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
6
）。　

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
内
の
花
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
「
い
ん
ざ
い
花

だ
よ
り
」
の
投
稿
ペ
ー
ジ
「
い
ん
ザ
イ

君
の
花
ア
ル
バ
ム
」
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
投
稿
作
品
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
春
の
花
が
花
壇
を
に
ぎ
や
か
に
し

始
め
る
こ
の
時
期
、
自
慢
の
花
壇
、
お

庭
な
ど
を
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 
投
稿
者
本
人
（
ま
た
は
そ
の
家
族
）

が
栽
培
し
た
花
壇
な
ど
。

■申 
作
品
タ
イ
ト
ル
（
未
記
入
可
）・
氏

名
（
未
記
入
の
場
合
は
匿
名
と
表
記
・

イ
ニ
シ
ャ
ル
可
）・
コ
メ
ン
ト
（
栽
培

に
ま
つ
わ
る
コ
メ
ン
ト
を
1
5
0
字

以
内
）
を
記
入
し
、
投
稿
す
る
花
の
画

像
を
添
付
し
て
メ
ー
ル
で
企
画
政
策

課
ま
で
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内
線

4
7
2
・
■メール kikakuka@

city.inzai
.lg.jp

）。　

　
市
で
は
、
平
成
　
年
の
一
年
間
、
次
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の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
寄
付
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

意
向
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

【
寄
付
金
】

▼
西
村
 信
▼
は
ん
こ
村
印
西
木
下
店
 

代
表
 近
能
 善
弘
▼
印
西
市
舞
踊
連
盟

▼
公
益
社
団
法
人
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ

協
会

【
物
品
】

▼
　
藤
本
武
弘
育
英
会
▼
栄
治
産
業

（一財）

㈱
▼
も
と
の
幼
稚
園
年
長
組
保
護
者

一
同
▼
高
花
保
育
園
卒
園
対
策
委
員

会
▼
高
花
保
育
園
父
母
の
会
▼
赤
木

伯
祥
（
西
の
原
）
▼
内
野
保
育
園
卒
園

対
策
委
員
会
▼
大
森
保
育
園
父
母
の

会
▼
大
森
保
育
園
卒
園
児
保
護
者
一

同
▼
千
葉
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
第
3
ブ

ロ
ッ
ク
印
西
4
種
委
員
会
▼
山
岡
從

夫
（
将
監
）
▼
㈱
大
林
組
▼
東
京
ガ
ス

㈱
千
葉
支
社

　
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

近
所
の
人
た
ち
が
お
互
い
に
協
力
し
、

防
災
活
動
に
組
織
的
に
取
り
組
む

（
共
助
）
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
住
ま
い
の
地

域
に
あ
る
自
主
防
災
組
織
で
、
日
ご

ろ
か
ら
防
災
訓
練
な
ど
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
小
学
校
区
、
中
学

校
区
内
の
ほ
か
の
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
住
民
同
士

で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
地
域
に
「
自
主
防
災
組

織
」
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

自
治
会
な
ど
を
中
心
に
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
主
防
災
組
織
に
市
か
ら
助

成
】 災

害
か
ら
大
切
な
も
の
を
守

 災
害
か
ら
大
切
な
も
の
を
守
るる

 防
災
の
意
識
を
育
む

　
　
　
　供
地
域
の
絆

地
域
の
絆
僑

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

当
初
に
1
組
織
あ
た
り
　
万
円
を
上

50

限
と
し
て
、
防
災
資
機
材
を
譲
与
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
訓
練
に
際
し
、
1
組
織
あ

た
り
年
一
回
、
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
（
助
成
額
は
基
礎
額
1
0
街

0
0
0
円
に
加
え
、
助
成
事
業
参
加

人
数
に
1
0
0
円
を
乗
じ
た
額
。
た

だ
し
、
自
主
防
災
組
織
加
入
世
帯
に

1
0
0
円
を
乗
じ
た
額
を
上
限
と
す

る
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

4
）。

平
成
　
年
度
印
西
市
自
主
防
災
組
織
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リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

織
の
代
表
者
を
対
象
に
、
災
害
時
に

お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
役
割
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
右
写

真
）。
　
当
日
は
、
内
閣
府
に
お
け
る
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
検
討
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
水
島
重
光
氏
（「
ま

ち
か
ど
防
災
『
減
災
塾
』」
塾
長
）

か
ら
「
自
然
災
害
か
ら
被
害
軽
減
に

向
け
て
」
と
題
し
た
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
被
災
地
支
援
や
避
難
所

の
運
営
支
援
を
さ
れ
て
い
る
「
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
」

の
片
桐
卓
氏
の
も
と
「
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
の
運
営
」
に
つ
い
て
、

ゲ
ー
ム
体
験
を
し
な
が
ら
、
避
難
所

の
円
滑
な
運
営
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
役
割
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
な

ど
を
通
じ
、
今
後
も
自
主
防
災
組
織

の
活
性
化
と
地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
。

平
成
　
年
度
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文
化
財
防
災
訓
練
を
実
施

　今年も、3月7日までの一週間『消すまでは 
心の警報 ＯＮのまま』を全国統一防災標語とし
て、一斉に春季火災予防運動が実施されます。
　火災が発生しやすい時季を迎えますので、火
気の取扱いには注意しましょう。
■問 防災課防災班（緯内線453）。

3月1日臥～7日画

「春の火災予防運動」にご協力を

～平成25年中に市がいただいた寄付～

自慢の花壇を投稿してみませんか

いんザイ君の
花アルバム作品募集中

▲避難所の運営ゲームを体験する自主防災組織代
表者のみなさん

▲訓練は付近での山火事発生を想定して実施
（写真中央が薬師堂）

▲訓練には板倉市長、大木教育長
（最右および左隣り）も出席

▼葛みなさんの力作を
お待ちしています（写
真はイメージです）

■時 平日・午前6時～11時、午後4
時～9時。土・日曜日、祝日は、午
前8時～正午。
■場 申請書の配布、申し込みおよび料
金の支払いは、使用する自転車駐車
場窓口。　　　　　
胸使用期間…平成26年4月1日～
平成27年3月31日の一年間。
■費 年間使用料は一般5，250円（自
転車）、7，350円（バイク125穐
以下）。高校生以下は半額、市外居
住者は倍額。
※3月31日俄までに使用料を支
払った場合の金額です。4月1日峨
以降は、消費税改定に伴い、金額が

変わります。
■申 記入済みの申請書・使用料・住所
が確認できるもの（保険証など・高
校生以下については、学生証など）
を持参。手続き終了後、承認票
（シール）と承認証（カード）を交
付します。
※減免申請の人は、使用する自転車
駐車場窓口へ直接お問い合わせく
ださい。
■問 【指定管理者】（一社）日本駐車
場工学研究会（緯03― 3591―
7165）。
※平日は午前9時30分～午後5時
に受け付け。

3月1日臥から定期使用申請の受け付けを開始
平成26年度印西市有料自転車駐車場


